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～本号記事の概要説明～ 

 

協会動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3  

 

「2022 年度 賛助会員幹事店会」開催  

  賛助会員メーカー様 13 社の幹部の方と日食協政策委員会委員をはじめと

した卸企業幹部 9 名で組織する「賛助会員幹事店会」が開催され、本年は前

年と同様に「持続可能な物流の構築に向けた課題解決状況」をテーマとして

取り上げました。メーカー各社の皆様からは、現在進められている物流対策

と卸が要望している受注締め時間の後倒しについての対応について、それぞ

れの現状をご表明いただき、卸側と意見交換を行ないました。メーカー各社

様の発言骨子を掲載しておりますので、ご確認ください。 

 

「2022 年度 支部定時総会・幹事店会他」開催 

  本年度は 3 年ぶりにすべての支部総会がリアルで開催され、大半の支部が

賛助会員メーカー様も参加されての総会開催となりました。各支部における

2021 年度の事業報告・決算報告、2022 年度の事業計画・収支予算が報告され、

承認されました。本年度の支部役員名簿も併せて掲載しております。支部役

員の皆様には大変お忙しい中、協会活動にご協力をいただくことになります

が、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

「フードディストリビューション 2022」開催 

  当協会が主催する「フードディストリビューション 2022」は本年東京ビッ

グサイトに場所を変え、9 月 28 日から 3 日間開催されました。協会としては

「N-Torus」に周知を目的としたブースを展開するとともに、「持続可能な物

流の構築むけて」～メーカー・卸間の取組みから製配販 3 層の取組みへ～と

題したパネルディスカッションを開催しました。そのパネルディスカッショ

ンの様子を報告すると共に投影した資料を掲載しておりますので、ご確認く

ださい。 
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新シリーズ「食品卸売業におけるＳＤＧｓ対応について（１）」  ・・・P47 

  本号からの新シリーズとして、サステナビリティ研究会ＳＤＧｓ分科会か

ら「食品卸売業におけるＳＤＧｓ対応について」とのタイトルで、卸企業が対

応すべき内容について解説した報告を掲載いたします。第 1 回目は「サステ

ナビリティ・ＳＤＧｓへの取り組みの必要性について」と題してＳＤＧｓの

概要及び食品卸売業界としての当該テーマの捉え方等について解説しており

ます。業種・規模の大小を問わず、社会的な要請によって対応が必要なテーマ

との認識の中で、今後継続的に発信をしてまいります。 

 
「2022 年度 製･配･販連携協議会 総会/フォーラム」報告  ・・・・・・P53 

  本年度の「製･配･販連携協議会」の総会/フォーラムは7月8日に開催され、

１年間の活動報告と共に、その席上で「フィジカルインターネット実現に向

けたスーパーマーケット等アクションプラン賛同宣言」がなされました。ま

た当協会の物流問題研究会納品リードタイム延長問題ＷＧがＳＢＭ（食品物

流未来推進会議）と共同で進めたプロジェクトが本年度のサプライチェーン・

イノベーション大賞を受賞し、その場で表彰を受けました。本号ではそれら

の内容を掲載しておりますので、ご確認ください。 

 

「持続可能な物流の構築」関連テーマ   ・・・・・・・・・・・・・・P82 

  経済産業省が主管する「持続可能な物流に関する検討会」が９月より開催

されており、当協会もオブザーバー参加をしております。第１回目の資料の

中で、「我が国の物流を取り巻く現状と取組状況」との報告がありましたが、

その資料を掲載いたしました。昨今の物流の現状、「２０２４年問題」等が良

く整理された資料になっておりますので、ご確認ください。 

 

 

 会報に関するご意見、ご指摘がございましたら、協会事務局までお寄せくだ 

さい。（nsk-nhk@nifty.com）皆さまの声を会報編集の参考にさせていただき 

ます。 


